
1

F1434

C+
Atsuo�Hara

(Japan)

H#2

b)�bPf2→e2

Circe
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D677

C+

Kabe�Moen

(USA)

#2

D678 Kabe�Moen

(USA)

#2

D679

C+

Aleksandr�Pankratiev

(Russia)

#2

D680

C+

Aleksandr�Pankratiev

(Russia)

#2

D681

C+

Abdelaziz�Onkoud

(France)

#3

D682

C+

Abdelaziz�Onkoud

(France)

#3

D683

C+

Petrašin�Petrašinovic

(Serbia)

#3

D684

C+

Leonid�Makaronez

(Israel)

#3

D685

C+

L.�Makaronez,�R.�Aliovsadzade

D.�Yakimovich

(Israel,�USA,�USA)

#3
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3

D686

C+

Rauf�Aliovsadzade

(USA)

#3

D687

C+
Atsuo�Hara

(Japan)

#4

D688

C+

Petrašin�Petrašinović

(Serbia)

#4

D689

C+
Atsuo�Hara

(Japan)

#6

D690

C+
Wilfried�Neef

(Germany)

#8

D691

C+

Steven�B.�Dowd

(USA)

#9

D692

C+

Steven�B.�Dowd

(USA)

#9
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E227 Jarl�Henning�Ulrichsen
(Norway)

Win

E228 Bogusz�Piliczewski
(Poland)

Draw

E229 Peter�Krug
(Austria)

Win

E230 Jan�Timman

(Netherlands)

Win
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E229cf

position�after�11...Kf5
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E224cf A.�Seleznev

1918

Draw
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E225cf H.�Rinck
Deutsche�Schachzeitung�10/1906

Win

E226v

Win
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H1433

C+

Aleksandr�Pankratiev
Kirichenko�Anatoly
(Russia)

H#2�2sols

H1434

C+

Dmitri�Grinchenko

(Ukraine)

H#2�2sols

H1435

C+

Hiroaki�Maeshima

(前嶋啓彰)

H#2�2sols

H1436

C+
Eligiusz�Zimmer

(Poland)

H#2�4sols

H1437

C+

Aleksandr�Pankratiev

Yuri�Gorbatenko

(Russia)

H#2�2sols

H1438

C+
Viktor�Yuzyuk

(Ukraine)

H#2�2sols

H1439

C+

Carlos�de�la�Fé�Dahlin
Kaj�Engström

(Sweden)

H#2�2sols

H1440

C+

Christer�Jonsson
Kaj�Engström

(Sweden)

H#2�3sols

H1441

C+

Mykola�Vasyuchko
Mykhailo�Galma

(Ukraine)

H#3�2sols
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H1442

C+
Christopher�J.A.�Jones

(Great�Britain)

H#3

b)�-Sf6

H1443

C+

Abdelaziz�Onkoud

(France)

H#3�2sols

H1444

C+
Kenan�Velikhanov

(Azerbaijan)

H#3�2sols

H1445

C+
Evgeny�Gavryliv

(Ukraine)

H#3.5
b)�Pc4→d5

H1446 C+

Sébastien�Luce
(France)

in�memory�of�Tina�Turner

H#5

H1447

C+
Zlatko�Mihajloski

(North�Macedonia)

H#5.5�2sols

H1448

C+

Mihaiu�Cioflâncă

Ovidiu�Crăciun

(Romania)

H#5.5

b)�Bf4⇔Ph5

H1449

C+

Mirko�Degenkolbe
Rolf�Wiehagen

(Germany)

H#6.5�2sols
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H1420cf Knud�Hannemann

Stella�Polaris�1969

H#1.5�4sols

H1428cf

Fadil�Abdurahmanović

Marko�Klasinc

B.�Shorokhov�50-JT�2018�7th�Place

H#3.5�2sol
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H1398cf Anatoly�Karamanits
Shakhmatnaya�Kompozitsiya�2001�Prize

H#6�b)�Sh7→d6
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S306

C+

Waldemar�Tura

(Poland)

S#3

S307

C+
Gennady�Kozyura
(Ukraine)

S#5

S308

C+
Gennady�Kozyura
(Ukraine)

S#8

S309

C+

Aleksandr�Pankratiev

(Russia)

S#9

S310

C+
Anatoly�Stepochkin
(Russia)

S#10

S311 Marcel�Tribowski
(Germany)

S#15

S312

C+

Torsten Linß

(Germany)

S#35
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F1432

C+
Mei�Komai

(Japan)

H#1�2�Sols

Annan�Chess

F1433 C+

Sébastien�Luce
(France)

Ded.�to�Kankuh�Kobayashi

H#1.5
b)�nSh8�H=1.5

F1434

C+
Atsuo�Hara

(Japan)

H#2

b)�bPf2→e2

Circe

F1435

C+
Eric�Huber

(Romania)

H#2�2�Sols

b)�bKe5

Series�Capture

F1436

C+
Eligiusz�Zimmer

(Poland)

H#2
b)�H=2

F1437

C+
Eligiusz�Zimmer

(Poland)

H#2.5
b)�bPc4�→�f6
Circe

F1438

C+
Eligiusz�Zimmer

(Poland)

H#3
b)�H=3

F1439

C+
Eligiusz�Zimmer

(Poland)

H#3
b)�H=3

F1440

C+
Sébastien�Luce

(France)

H#3.5�2�Sols

Equipollent�Circe
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F1441 C+

Sébastien�Luce

(France)

Ded.�to�Hiroaki�Maeshima

H=5�2�Sols

(0+6)�Grasshopper

(1+0)�Locust

PWC

F1442

C+
Mark�Erenburg

(Israel)

HS#3
b)�-bRf5

F1443

C+
Atsuo�Hara

(Japan)

HS#4.5

b)�bSf3�→�d4

Masand

F1444

C+

Abdelaziz�Onkoud

(Morocco)

HS#4.5�2�sols

F1445

C+

Abdelaziz�Onkoud

(Morocco)

HS#5

b)�wBe3

F1446 C+

Sébastien�Luce

(France)

The�Locust�and�the�Pawns

HS#5.5�2�Sols

(1+0)�Locust

F1447

C+
Anatoly�Stepochkin
(Russia)

(*)�R#4

F1448

C+
Anatoly�Stepochkin
(Russia)

R#9

F1449 C+

Sébastien�Luce
(France)

Ded.�to�Tadashi�Wakashima

SD#15
b)�wKSf7
Centaur�King-Knight�e7
PWC
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F1450

C+

Mykola�Vasyuchko
Mykhailo�Galma

(Ukraine)

SH#15

F1451

C+

Pascale�Piet

(France)

PSS#9

F1452

C+
Jean-François�Carf
(France)

PSS#9

F1453

C+
Jean-François�Carf
(France)

PSS#10

F1454

C+

Jean�Carf

(France)

PSS#10

F1455

C+

Jean�Carf

(France)

PSS#11

F1456

C+
Jean-François�Carf
(France)

PSS#12

F1457

C+

Jean�Carf

(France)

PSS#13

F1458

C+

Jean�Carf

Paz�Einat

(France,�Israel)

PSS#15
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R355 Andreas�Thoma
(Germany)

-4�&�#1
KLAN�Retractor
AntiCirce

R356 Andreas�Thoma
(Germany)

-6�&�S#1
Proca�Retractor
AntiCirce�Cheylan

R357 Henryk�Grudziński
(Poland)

Proof�Game�18.5
Sentinel

R358 Ľuboš�Kekely
(Slovakia)

-1w�&�ser-!=11
PromOnly�Ferz
Ferz�d7,�f8
b)�Kh7→a7
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U325 　茶園伸吾

玉
桂 馬玉

持駒　なし
協力自玉詰　透明駒 3+0
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く。佐藤達也氏がまとめた「小西寛安南
詰全集」はフェアリー詰将棋ファンには
大事な作品集と言える。なお佐藤氏は出
口信男研究家としても重要な方で、この
「出口信男の世界」作成にあたっては氏
がまとめられた資料に大変お世話になっ
ている。感謝しています。

1番　安南協力詰、5手。Y-15
（詰パラ、1978-11）

角玉飛銀

王
持駒　金銀

26銀、同銀生、36金、同飛生、
28王迄 5手詰。

＊普通安南では、玉を弱い駒（桂香歩）
の上に乗せることを考える。その逆手を
とって、玉将を強い駒である飛車の上に
乗せて王将自身で王手を掛けて詰めると
いうアイデアが秀逸。その意外性を際立
たせるために初形配置が工夫されてい
る。本作は作者のアイデアの豊富さと作
図技術の的確さを表している。
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2 番　安南協力詰、11手。Y-31
（詰パラ、1979-10）

玉

歩
王

持駒　なし

55王、42玉、43歩生、32玉、
44王、31玉、32歩生、21玉、
33王、11玉、22歩成迄 11手詰。

＊飛角香が先手方にないため合駒を入手
できない。そのため初形の王将と歩だけ
で詰めることになるわけだが、それには
盤の端を利用するしかない。ところが先
手王の初期配置が 45にあり、このまま
ではとても詰むとは思えない。ではどう
するか、という問題。安南では味方の駒
の効きを変化させることが出来るので、
開き王手以外でも先手の王が移動できる
特性があった。王移動と歩不成のコンビ
で 45王が 55〜 44〜 33と趣向的に繰
り返す手順が面白く、見事に雪隠に追い
詰めることができる。

3番　安南詰、53手。Y-88
（カピタン、1981-6）桂桂桂桂 玉

歩ととととと と
歩歩歩歩歩歩歩歩歩 と飛角

と

角 飛

持駒　なし

A41と、同玉、51と、イ同玉、
61と、同玉、71と、同玉、
81と、同玉、91歩成、ロ 71玉、
B72 桂、61玉、62桂、51玉、
52桂、41玉、42桂、31玉、
21と、同玉、24飛、同と引、
31飛、同玉、14角、ハ同と、
41桂成、ニ同玉、51桂成、同玉、
61桂成、同玉、71桂成、ホ 51玉、
61圭、ヘ同玉、84角、51玉、
72歩成、41玉、51角成、同玉、
62歩成、41玉、52歩成、31玉、
42歩成、21玉、32歩成、11玉、
22歩成迄 53手詰。

変化：イで 31 玉は 32 桂迄。桂は現在
歩の性能だが、打歩詰ではない。以下も
桂取りに対して逃げると桂の連打で詰む
ようになっている。
ロで同玉は 74角、92玉、82歩成、93
玉、83角成迄。
ハで 21玉は 22歩成迄。
ニで 21 玉は 31 圭、同玉（11 玉は 12
角迄）、54角、21玉、42歩成、11玉、
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21 角成、同玉、32歩成、11玉、22歩
成迄。以下も 51 と 71 への桂成捨てに
対して逃げると同様手順で詰む。
ホで同玉は 54角、61玉、62歩成迄。
ヘで 41玉は 64角以下早い。
紛れ：Aで 21と、同玉、24飛、同と引、
31飛、同玉、14角、同と、41と、同玉、
51と、31玉、54角、53桂、42歩成、
同玉、32 歩成、51 玉、61 と、52 玉、
62歩成、同桂、同と、53玉で逃れ。
Bで84桂は82玉、64桂は62玉で逃れ。

　安南詰では 50手を越えるリピート趣
向は協力系を含めても10数作しかない。
本作は古典詰将棋で見かける四桂追い戻
し詰だが、看寿もびっくりの横型という
のが面白い。構成は四桂入手〜四桂配置
〜四桂成捨の一往復半。3段目の歩の並
びがと金を皆歩の働きにしてしまう強
力？な仕掛けで不自由極まりない。作図
的には 15とがうまい配置で、無いと早
めに 44角が生じて詰んでしまう。

4番　安南詰、69手。Y-329
（将、1996-1） 桂

王飛

玉

桂
角 圭
金

香
圭

持駒　飛歩６

15歩、イ同玉、16歩、同玉、
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受方は詰むように逃げる。」というのが
ある。将棋の下手な社長さんの最悪な指
し手を、部下が絶妙な応手を連発して結
局詰まされ、「社長お強い！」と接待し
ているというのが、最悪詰のイメージと
してよいのかもしれない。

　また最悪詰の説明として次のようなも
のも提案されている。先手後手とも普通
の詰将棋と同様の方針で先手は後手玉を
詰めようとし、後手はそれに抵抗する。
ただし先手が動かせるのは後手の駒のみ
とし、後手は先手の駒のみ動かせるとす
る。
　これも面白い考え方。まずは例題から
どうぞ。

例題　最悪詰、7手。Y-123　
（カピタン、1982-12）

銀 と
歩玉
と

持駒　金金金金

19金、同と、29金、同歩成、
28金、同と上、17金迄 7手詰。

　このルールでは先手が詰めようとしな
いのだからとても詰まないように思う
が、王手義務が大きな制約になっている。
本例題は解くのは易しいが、先手に詰め

後手最善 
詰まないように抵抗する

後手最悪 
詰むように協力する

先手最善 
詰めようとする

悪魔詰 詰将棋

協力詰

先手最悪 
詰めまいとする

最悪詰
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させるために駒の配置が計算され尽くさ
れているのが分かる。一般的に最悪詰で
は先手の指し手に選択の余地があると、
破綻しやすい。以下はルールに慣れてい
ただくために短手数の合駒連作から紹介
します。なお変化と紛れの概念が通常の
詰将棋と逆転するため、先手の指し手の
バリエーションを変化、後手の指し手の
バリエーションを紛れと表記する。

5番　最悪詰、5手。Y-409
（詰パラ、2000-8）	

角

馬
王 歩玉

持駒　なし

37馬、28金、同馬、同角生、
29金迄 5手詰。

＊金合。初手 46 馬と角を取ると 28 合
に同馬しかなく 3手で詰んでしまうの
で先手としては失敗。2手目飛合は 18
に逃げる余地が出来る。他合は王手が不
可能なのでダメ。

6番　最悪詰、5手。Y-414
（詰パラ、2000-11）

角

王飛 玉

持駒　なし

36角、27桂、同角、17玉、
29桂迄 5手詰。

＊桂合。頭に利く駒は 5手目 18から打
つ手があり同飛でダメ。角合は 28角が
あってダメ。

7番　最悪詰、5手。Y-415
（詰パラ、2000-11）	

角

銀

王 玉

持駒　なし

37角、28香、同角、18玉、
19香迄 5手詰。

＊香合。飛角金銀は 16銀の利きに打っ
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てダメ。桂は打つ場所がなく、歩は打歩
詰。

8番　最悪詰、5手。Y-416 
（詰パラ、2000-11）	

角
王馬

玉

持駒　なし

37角、28銀、同角、29玉、
18銀迄 5手詰。

＊銀合。飛金合は39から打たれてダメ。
角は品切れ、桂香歩は王手が出来ない。

9番　最悪詰、5手。Y-417
（詰パラ、2000-11）	

角桂

王 玉

持駒　なし

37角、28角、同角、18玉、
29角迄 5手詰。

＊角合。飛金銀香歩は 19から打たれて
ダメ。桂は王手が出来ない。

10番　最悪詰、7手。Y-420
（詰パラ、2001-9）	

歩

王

玉

角

持駒　なし

39角、28飛、同角、18玉、
17飛、29玉、19飛迄 7手詰。

＊飛合。金合は 17金と打たれるとどう
応じてもダメ。他合は全然ダメ。5手目
に 19 から打つと 5手詰なので、17 か
ら打って 2手伸ばすのがささやかな抵
抗。

11番　最悪詰、25手。Y-418
（詰パラ、2000-11）	

飛

桂

王
角

飛

歩
歩

玉

持駒　銀銀銀銀

103 Yasunaga.indd   49103 Yasunaga.indd   49 2023/10/04   17:422023/10/04   17:42



50

12 番　最悪詰、63手。Y-328
（将、1996-1）	

とと
と香
歩玉

桂
桂 王

持駒　金金銀銀銀銀桂桂歩５

イ 26金、14玉、15金上、同玉、
14金、同玉、24と、15玉、
14と、同玉、15歩、同玉、
「26銀、14玉、25銀上、15玉、
24銀上、14玉、23銀生、15玉、
14銀成、同玉、15歩、同玉」× 4、
27桂、14玉、26桂迄 63手詰。

変化：イ 27桂は収束手順。これを打ち
たくないから、上記繰り返しが成立し
ている。また 23とが残っている状態で
24 銀や 26 銀を早まると消去手順が短
く済む。

＊持駒の銀を一枚消去するのに 12手か
かり、その時に歩が 1枚ずつ必要であ
る。これを4回繰り返すのが手順の骨子。
その舞台を準備するのに 12 手かかる。
その合計が 60手ということになり、手
数伸ばしが尽きたところで仕方なく最後
の 27桂以下の 3手詰に追い込まれる。
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13 番　最悪詰、91手。Y-141
（カピタン、1982-12）	

とと
歩歩歩歩歩香歩玉

ととと 歩王
歩 とと桂

銀飛 金 桂桂
銀香 ととと
銀香金金 桂
銀香龍

角 馬 金
持駒　なし

94銀、A同玉、95銀、93玉、
94銀、B同玉、95飛、同玉、
96銀、C同玉、97銀、95玉、
96銀、D同玉、97馬、E同玉、
88角、同玉、79龍、同玉、
69金、同玉、68金、同玉、
67金、同玉（中間 1図 ,26 手経過）

紛れ：A で 92 玉は、91 と、同玉、82
と、同玉、83歩成、91玉、92と、同玉、
83飛成、91玉、92龍、同玉、83香成、
91 玉、92 杏、同玉、83 香成、91 玉、
92 杏、同玉、93 銀成、91 玉、92 全、
同玉で王手がかからず失敗する。
B,C,D,E で同玉と取らないと、Aの紛れ
に準じて王手のかからない局面になり失
敗する。

中間 1図	
とと
歩歩歩歩歩香歩
ととと 歩王

歩 とと桂
金 桂桂

香 ととと
香

玉

桂
香

持駒　なし

中間 1図より
66金、F同玉、56と、同玉、
46と、同玉、36と、同玉、
35と、同玉、34と、同玉、
33桂成、同玉（中間 2図 ,40 手経過）

紛れ：ルールに慣れないうちは Fで 68
玉とされるとどうなるか心配になった
りするのだが、先手の王手義務を利用し
て先手の着手に選択の余地を与えないよ
うに後手が応ずるのだ。最悪詰では変化
と紛れが通常と逆になるので、その感覚
についていくのが最大の難関かもしれな
い。
中間２図	
とと
歩歩歩歩歩香歩
ととと

玉

歩王
歩 桂

桂
香
香 桂
香

持駒　なし
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中間 2図より
イ 25桂、34玉、33桂成、同玉、
43と、同玉、53と、同玉、
63と、同玉、73香成、同玉、
83歩成、63玉、73と、同玉、
83香成（中間 3図 ,57 手経過）

変化：イで 43 とは同玉以下 17 桂がそ
のまま残り、4手短くなる。先手はなる
べく手数が長くなるように王手を選択す
るので、25桂が正解となる。

中間３図	
とと
歩歩歩歩歩香歩

杏

玉

歩王
桂
桂

香

持駒　なし

中間 3図より
G63玉、73杏、同玉、
83香成、同玉、82と、同玉、
81と、同玉、71歩成、同玉、
61歩成、同玉、51歩成、同玉、
41歩成、同玉、31歩成、同玉、
21香成、同玉（中間 4図 ,78 手経過）

紛れ：G でうっかり 74 玉と逃げると
84 杏と変化されて、王手のかからない
局面に誘導され失敗する。

中間４図	 玉

歩
歩王
桂
桂

持駒　なし

中間 4図より
ロ 22 歩生、31 玉、ハ 21 歩成、同玉、
11歩成、同玉、23桂生、21玉、
ニ 31桂成、11玉、21圭、同玉、
22桂成迄 91手詰。

変化：ロで 22歩成と 22桂成は 1手詰。
11 歩成は同玉とされ、次の王手は 22
歩成か 22桂成しかなくいずれであって
も即詰になってしまう。
ハで 23 桂生は 32 玉、31 桂成、同玉、
21 歩成、同玉、11 歩成、同玉、22 桂
成迄 2手早い。
ニで11桂成は同玉 22桂成迄2手早い。

詰上り 玉

圭
王
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